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先週30日、野田総理と小沢元代表それに輿石幹事長が入った会談だけでは不十分だったようで、再び3日日曜日に2回目の会談が行われた。やはり、増税に対して野田総理と小沢元代表の見解は平行線をたどったようで、野田総理は今会期中に実現に向けて、野党側、特に野党第一党の自民党との修正協議に入ることを通告したようだ。更に、野党側との審議の障害になっている問責を受けた大臣の辞任を進めるべく、内閣改造を本日4日に着手することも明言されたわけで、いよいよ今国会の最大の山場である衆議院での与野党の修正協議入りと、衆議院での採決日程が焦点になりつつある。
これから、どのように政局が展開していくのか、野田総理は、今国会中に衆議院で社会保障・税一体改革関連法案の採決をする決意を示されているものの、与党内の結束はもとより、自民党や公明党の協力をどのように取り付けていくのか、会期の延長をどのくらいまでにするのかなど、なかなか複雑な状況になりつつある。特に、自民・公明両党が反対している社会保障で、マニフェストで約束してきた最低保障年金や後期高齢者医療制度廃止問題など、どのように修正されるのか、定まっていない。だが、野田総理の社会保障・税一体改革実現に向けての決意は固く、微動だにしていない。それだけ、この課題を実現することが自分に課された天命だと思われているに違いない。その目標に向けて、野田内閣と志を一つにした与党はもちろん、目標に共鳴する野党側も結束していけるのか、当面残りの2週間、単なる党内政局だけでなく、将来の政界再編成までも見通した戦略・戦術が駆使されるに違いない。
□村山富市元総理の証言録や回顧録の中から振り返る
事態は、政界の再編成が進んだ1993年から数年間に酷似しており、その時の動きを振り返ってみるべき時なのかもしれない。そうした中、最近、村山富市元内閣総理大臣の証言録や回顧録が相次いで出版されている。一つは『村山富市の証言録』(以下「証言録」と略)で、昨年9月に新生舎出版から、もう一つは『村山富市回顧録』(以下「回顧録」と略)で、今年5月に岩波書店から発売されている。「証言録」の方は、梶本幸治、園田原三、浜谷惇という元労働組合リーダーと党本部書記局員の三名の編集で、副題として「自社さ連立政権の実相」と名打っている。「回顧録」の方は、元朝日新聞記者である薬師寺克行東洋大学教授の編で、帯封には「なぜ、社会党は衰退したのか・・・」とある。まだ完全に読み切ってはいないのだが、はしがきを読む限り、「証言録」の方は2008年9月から3年間、村山さんが上京する機会をとらえ、合計約50時間以上を費やしており、相当の準備を重ねて作成されている。その作業の延長線上に「回顧録」ができているようだ。村山政権の誕生には、正直言って大変に驚いたことを覚えており、なぜ自民党と連立を組んでしまったのか、当初は戸惑いながら参加したというのが実態であった。ところが、「証言録」の中で、実名を挙げて村山総理実現に向けて出馬するよう若手の議員も動いたとされている。そのくだりを引用すると
　 「----社会党内からはどうでした。
　　村山　党内からもあったんだよ。比較的に当選回数の若い人たちが来よった。夜。僕の宿舎に来て，『どうしても出ないんですか』と、大分責められたわ。…(中略)。『それは全然ダメじゃ』と、すぐけったな。
　　----社会党の若手衆参議員の五島正規、峰崎直樹さんら八人が6月28日、村山さんの議員宿舎を訪ねて『受けるように』説得されていますね。
　　村山　一人ひとり名前は覚えておらんが何人かできたのは覚えている。とんでもないと言って断ったんだ。」(「証言録」108ページ)
こんな動きをしたことはないのだが、当時赤坂プリンスホテルで自治労出身の五島正規衆議院議員とは、時々会合を持っていて情報交換はしていたものの、一緒に九段の議員宿舎を訪ねたことはない。一体だれが、どのように調べてこの記述になったのか知りたいものである。
□村山政権樹立直後に電話をしてきた2人の人物
現に、村山内閣が実現した後は、虚脱感に襲われ、参議院清水谷議員宿舎でややふてくされて「なぜ自由民主党と一緒になるのか」という思いで悶々としていたことを覚えている。そこへ、電話をかけてきた人物が2人いた。一人は横路北海道知事であり、千歳空港開港のセレモニーに出られた後、自社さ政権ができたことに対して、なぜ自民党と一緒になったのか、と詰問調の電話であり、もう一人は、さきがけの政策調査会長になられていた菅直人衆議院議員であり、「今何をしているのか、組閣が始まろうとしているのだから、直ちに国会に駆けつけてこい。こういう時は、現場にいなければだめなんだ」という電話で、何しに社会党内無役の私が行くんですか、と言って断っても、「いいから、とにかく現場に来るんだ」と言って聞かない。そこで、深夜タクシーを拾って国会の中に出向いてみると、ちょうど自社さの幹事長クラスの会合が進められていた最中であった。案の定、何も用事はなく、渡辺嘉蔵総務局長(?)から、「おやおや、こんな時間にご苦労様ですね」と皮肉を言われただけで、スゴスゴと再び議員宿舎に帰ったことを鮮明に記憶している。のちに、菅総理が3・11の福島原発の現場に駆けつける話を聞いた時、思わず、あの時と全く同じなのだな、変わっていないな、というのが記憶に残っている。
□村山元総理は直ちに解散・総選挙をしたかったと吐露
　村山政権の下で一番の問題と言われた自衛隊を合憲、日米安全保障条約の堅持、日の丸・君が代の国旗・国歌に合意するなど、それまでの社会党の基本原則を変えてまで村山政権を樹立したことに対して、多くの批判が寄せられたことは事実である。小生は親友であった今井澄参議院議員と一緒に首相公邸に出向き、そのあたりのお話を村山総理自身から聞かせていただいた。その時、次のように語られたことが記憶に強く残っている。(でも、「証言録」にはこのようなご本人の気持ちは出ていない。)
「本当は、このような社会党の結党の原則ともいうべき基本方針を大転換するんじゃから、国民に対して信を問うべきだと考え、解散・総選挙に打って出て行こうかと考えたんじゃ。しかしのう、小選挙区法案が通っておるんじゃが、未だ区割りができておらんかった。それゆえ、このまま解散・総選挙を打とうとしても、中選挙区でやらんにゃあいけんかったわけで、政治改革つぶしという批判を受けるんで、残念ながら解散ができんかったんじゃ」。
それを聞いたのは、村山政権ができて半年たった後ぐらいだったと記憶している。もし、解散・総選挙に打って出ておられたら、社会党は基本路線の大転換を国民の審判を受けるという形で十分理解されたわけで、例え大敗北を喫していたとしても、後に「新党」を作ることもなかったし、例えできていても、自分や今井議員も含めてその「新党」には加わらなかったに違いない。一つの、大きな転換期なのだったのだろう。
□大連立政権だから成就できた消費税の3%から5%への引き上げ
　それでも、自社さ政権では与党税制改革協議会のメンバーとして、消費税率を3%から5%へと引き上げること、そしてそのうちの1%を地方消費税の創設に充てることを決定するインナーにもなり、自民党の村山達雄税制調査会長やさきがけの五十嵐税制調査会長らとともに、丁々発止のやり取りを進めていったことが懐かしい。自民党の税制調査会のメンバーは、出来るだけハト派の方たちを集め、社会党やさきがけに気を遣いながらのスタートであった。消費税に強く反対してきた社会党を取り込んでいくしたたかな配慮には、学ばされる点が多くあったし、考えてみれば村山政権は、自民・社会両党は衆参両議院で第1党と第2党の大連立政権であった事実に思いを致すべきである。おそらく、消費税の引き上げが成功したのも、消費税導入時に大反対してきた社会党の村山委員長が総理であったことが大きかったことは間違いないだろう。今、再び野田政権は、衆参両議院での第1党と第2党の修正協議に軸足を移そうとしていることは、消費税増税という当面の最大難問を解決するために、避けて通ることができないことを歴史は教えてくれているように思われる。
　おりしも、大飯原発の再稼働問題で、橋下大阪市長の「もう、うわべばかり言っても建前論では仕方ない。事実上、容認です」という発言により、とても一国の政治を任せるに足るリーダーとしての資質のなさが国民の前に露わになったようだ。
それとは対極的に、今回の野田総理の決断の重大さが、国民に広く深く支持される契機になっていくよう期待したいものである。今後の政治を見るときの、一つの重要なポイントのように思える。
